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社会心理学・社会的認知を専門とする。日本
グループダイナミックス学会・日本社会心理学
会会長を歴任。2018年度日本社会心理学
会出版賞受賞。

1992年 カリフォルニア大学院修了
1992年 名古屋明徳短期大講師
1999年 名古屋大学助教授
2006年 東大助教授
2010年 東大教授

東京大学

唐沢 かおり

サブPD

専門は高分子・複合材の力学モデリング。令
和4年には東北大学よりリサーチプロフェッサーの
称号が付与される。国際複合材料学会におけ
る日本人唯一のECメンバー。

1999年 慶大（院）理工修了
2001年 産総研研究員
2002年 東北大学助教授
2006年 東北大学准教授
2014年 東北大学教授

東北大学

岡部 朋永
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⚫ 経済産業省
⚫ 環境省
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1993年 摂南大学薬学部 修了
2023年 富山大学 学長特命補佐

ハリタ金属（株）

張田 真

サブPD

1985年 京大院・修士修了
1985年 ブリヂストン入社
2015年 常務執行役員
2021年 フェロー

（株）ブリヂストン

小松 秀樹
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総合科学技術・イノベーション会議
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推進委員会

循環市場の可視化・
ビジネス拡大を支える
デジタル化・共通化

サブ課題 A

資源循環の拡大を促す
動静脈・静動脈連携

サブ課題 B

循環性向上と可視化のため
のプラットフォーム整備

サブ課題 C

サブPD
唐沢かおり 教授
（東京大学）

サブPD
高岡昌輝 教授
（京都大学）

PM（プロジェクトマネージャー）

研究推進法人（環境再生保全機構）

⚫ CLOMA
⚫ J4CE 等

産業界等

タフな高分子材料を発明、大学発ベンチャーを設立、
ImPACT・ムーンショットのPMや高分子学会会長を務める。
高分子分野の世界的権威。

1986年 東大院修了
1986年 工技院研究員
1991年 東大講師
1994年 東大助教授
2003年 東大教授
2014年 ImPACT PM
2020年 ムーンショット PM
2023年 SIP PD

東京大学

伊藤 耕三

廃棄物処理・リサイクル分野の技術、システム
の開発を研究。廃棄物資源循環学会の副会
長を務め、本分野の専門家。

1993年 京大院修了
1993年 京大工学部助手
2001年 京大工学博士
2002年 京大工学部助教授
2011年 京大教授

京都大学

高岡 昌輝

サブPD

1992年 東大院修了
1999年 東京都立大助教授
2005年 大阪大教授
2014年 東京大学教授

東京大学

梅田 靖

サブPD

廃棄物中間処理、使用済み自動車、家電等
総合リサイクル企業。経産省 ISO TC323
CE国内検討委員会、小型家電小委員会、
循環経済ビジョン研究会 (2019-2020)の
委員をつとめる。

専門は、ライフサイクル工学、エコデザイン、サー
キュラー・エコノミー。CEの国際規格であるISO
TC323エキスパート、日本LCA学会理事を務
め、本分野の専門家。

基礎研究、製品開発、新規事業開発各部門
の常務執行役員を歴任。その間グローバルで
多くの企業、アカデミア、ベンチャーとの協業を企
画推進。

サブPD
梅田靖 教授
（東京大学）

サブPD
小松秀樹 フェロー
（㈱ブリヂストン）
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張田真 代表取締役
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PD（プログラムディレクター）
伊藤耕三 教授 （東京大学）
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岡部朋永 教授
（東北大学）
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研究体制
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FS時に内閣府から出された検討課題
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サーキュラーエコノミーアクションプランの概要

EUからの圧力

サーキュラーエコノミーに関する国際的環境
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企業に対する欧州規制
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■欧州委員会によるELV規則案
2023年7月13日には欧州委員会によるELV規則案（End of Life Vehicle指令の改正案）にて、新車への
再生プラスチック利用目標25%(2030年)が提案された1)。欧州議会及び理事会で審議予定。

■欧州の各自動車メーカーは、ELV規則案の発表を念頭に、新車への再生プラスチック利用率目標値
として、2025年までに20～25%、2030年までに30％の目標を設定している2)。
（例：Fordは2025年までに20%、Volvoは25%を目標に設定）

1) Proposal of regulation of the European parliament and of the council(2023)
2) Roadmap to increase Recycling of Auto Plastics from End-of-Life Vehicles in Canada (2022)

再生プラスチックは将来的に供給不足に陥る

◼ 乗用車国内生産量：約800万台（コロナ前水準）
◼ 1台あたりのプラスチック使用量：約150kg
◼ 再生プラスチック利用比率：25％（2030年度想定）

自動車業界の再生プラスチック需要量：30万トン（2030年）
＞ ＞自動車由来再生プラスチック供給量：4万トン（2020年）

今後、Car to Carの水平リサイクルのみでは需要に追い付かなくなる

動静脈連携・高度分別/供給(モノマテ化)・データ集積/連携

◼ サーキュラーエコノミーに適応したビジネスモデルへの移行促進を目指す

◼ 素材メーカーとリサイクラーの動静脈連携により、高性能・高品質な再

生プラスチックを安定供給するモデルを確立する

外部環境の急激な変化：ELV規則案
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リサイクル現地視察による現状把握
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再生プラスチック特性の現状
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サブ課題Ａ：循環市場の可視化・
ビジネス拡大を支えるデジタル化・
共通化

実施内容 研究開発責任者

A1
循環市場拡大に資する
デジタル基盤構築

再生材プラスチックのデジタル基盤構築、評価実証 NEC

A2
デジタル基盤構築に必要
な情報ルールの整理・共
通化

世界各国のCEビジネス環境調査、情報ルールの文書化、デジタル基盤運用に
向けた社会実装検証

野村総研

需給マッチングアプリ仕様検討・開発 三菱総研

プラスチックリサイクルに対する消費者の行動変容 地球環境研

A3
自然資本評価ツールの
開発・可視化

自然資本リスク評価ツール開発 国環研

LCA評価ツール開発 産総研

サブ課題Ｂ：資源循環の拡大を促
す動静脈・静動脈連携

実施内容 研究開発責任者

B1
使用済プラスチックから高
品位の再生材を選別・
供給するシステムの開発

建築廃材に含まれるプラスチックからの再生材開発 東北大学

古紙・衣類の解繊によるバイオ・再生プラスチック開発 エプソン

使用済プラスチックのリサイクルプロセス標準化 三菱電機

用途拡大に向けた高品位再生材の開発、自動車向け高品質再生材開発 富山環境

B2
自治体協力回収プラス
チックの分別・供給システ
ムの確立

モノマテリアル化に向けた高度分別を目的とした使用済プラスチックの資源回収方
法の開発、自動車向け高品質使用済プラスチックの回収システム構築(共同：良
品計画)

アミタ

サブ課題Ｃ：循環性向上と可視化の
ためのプラットフォーム整備

実施内容 研究開発責任者

C1
循環性向上と可視化のため
のプラットフォーム整備

SIPラボの設置・運用、高性能トレーサー開発、再生材へのデータ駆動科学
（インフォマティクス）適用、自動車向け高品質再生材開発（共同：動脈
企業2社）

物質・材料研究
機構

デジタル基盤構築に向けた再生材の品質データ取得/集積拠点構築、自動
車向け高品質再生材開発（共同：リサイクラー3社）

東北大学

SIP-CE実施体制（令和5年度）

青字：10月5日付ガバニングボードにて追加予算承認されたELV規則案対応に関する実施内容と予算

PLA-NETJに関連した取組

再生材データバンク



サブ課題Ａ：循環市場の可視化・ビジネス拡大を支えるデジタル化・共通化

PLA-NETJ
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サブ課題Ｂ：資源循環の拡大を促す動静脈・静動脈連携
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サブ課題Ｂ：資源循環の拡大を促す動静脈・静動脈連携
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サブ課題Ｂ：資源循環の拡大を促す動静脈・静動脈連携
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■今後増加する再生材需要に対応するためには、再生材の品質に対するメーカーの
信頼性向上を図るとともに、メーカーの要求品質を満たす再生材を安定的に供給
することが重要

■再生材の認証制度導入及び国際標準化に向けた環境整備として、再生材の物性
データを蓄積したデータベース「再生材データバンク」を構築

（サブ課題C１：東北大学）
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サブ課題C：循環性向上と可視化のためのプラットフォーム整備



トレーサビリ
ティ要件

リサイクル材
で評価すべき
基本物性

紐づけ
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サブ課題C：循環性向上と可視化のためのプラットフォーム整備



サブ課題C：循環性向上と可視化のためのプラットフォーム整備
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PLA-NETJの構築

PLA-NETJの概念図 （素材開発からの製品循環を一括管理）

（令和５年度）
PLA-NETJの試作版開発のための要件定義を実施し試作版の開発を完了
（令和６年度）
PLA-NETJの実証評価：SIP参画企業と連携して実施
DATE-EX/Ouranosとの連携：仕様が公開され次第開発を実施
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PLA-NETJの再生材データバンク向け素材情報表示画面



今後PLA-NETJに搭載する情報（例）
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（6）論点③：HRLの改善に関してPLA-NETJ開発スケジュール



今後の情報流通プラットフォームにおける課題
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ご参考



PLA-NETJに搭載する情報（0次案）

機関
材料情報

PLA-NETJ(案)4～8) DPP(欧州)1) DMP(欧州)2､3)

1）ペレットの材質 〇 〇 〇

2)サイズ、質量 〇 〇

3）表面積 〇 〇

4）体積 〇 〇

5）ペレット色 〇 〇

6）匂い 〇

7）密度（g/cm3） 〇 〇

8）分子量 〇

9）引張弾性率（GPa） 〇

10）降伏応力（MPa） 〇

11）破断ひずみ（％） 〇

12）引張強さ（MPa） 〇

13）曲げ強度（MPa） 〇

14）曲げ弾性率（GPa） 〇

15）シャルビー衝撃強度（kJ/m2） 〇

PLA-NETJ:
①分析条件、分析装置、評価日、ペレタイズ時の温度湿度の情報が紐づく
②現時点ではDPP,DMPの入力情報を網羅しているが、検討しながら精査する
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PLA-NETJに搭載する情報（0次案）

機関
材料情報

PLA-NETJ（案）4～8) DPP(欧州)1) DMP(欧州)2､3)

16）アイソッド衝撃強度（kJ/m2） 〇

17）ガラス転移点（℃） 〇

18）疲労寿命、安定性 〇 〇

19）固体粘弾性（GPa） 〇

20）ガラス転移点（℃） 〇

21）圧縮強度 〇 〇

22）耐荷重 〇 〇

23）融点（℃） 〇

24）分子構造、組成（IR評価） 〇

25）MFR（g/10min） 〇

26）結晶化度（％） 〇

27）溶融粘弾性（GPa） 〇

28）分解温度（℃） 〇

29) 玉晶、異物（数、サイズμm） 〇

30）結晶配向度（％） 〇

PLA-NETJ:
①分析条件、分析装置、評価日、ペレタイズ時の温度湿度の情報が紐づく
②現時点ではDPP,DMPの入力情報を網羅しているが、検討しながら精査する
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PLA-NETJに搭載する情報（0次案）

機関
材料情報

PLA-NETJ（案）4～8) DPP(欧州)1) DMP(欧州)2､3)

31）樹脂組成比（％） 〇

32）不純物量（％） 〇

33）ボイド、異物（サイズ、数） 〇

35）電気抵抗 〇 〇

36）熱貫流率 〇 〇

37）熱伝導度 〇 〇

38）蒸気拡散 〇 〇

39）多孔性 〇 〇

40）耐火性 〇（SDS） 〇

41）光学構造体 〇 〇

42）光学透過性 〇 〇

43）光学透明度 〇 〇

44）光反射率 〇 〇

46）リサイクル、再利用の可能 〇（基本情報） 〇

47）健康、安全 〇（SDS）

PLA-NETJ:
①分析条件、分析装置、評価日、ペレタイズ時の温度湿度の情報が紐づく
②現時点ではDPP,DMPの入力情報を網羅しているが、検討しながら精査する
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